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３.計画の達成状況の評価                 
本計画の達成状況を評価するため、また、基本方針の実現に向けて取り組む公共交通施策の成果を評

価するため、計画最終年度となる令和８年度の目標値を以下のとおり設定しました。 

令和６年３月の計画改訂により、計画期間を令和１０年度まで延長しましたので、令和７年度の時点

で令和８年度目標値を踏まえた本計画の達成状況を評価し、計画最終年度の目標値を新たに設定します。 
 

目標❶ 公共交通アクセス徒歩圏人口カバー率の向上 
 
公共交通にアクセスできる鉄道駅・バス停等の徒歩圏域（鉄道駅半径 800ｍ、バス停半径 300ｍ）

内人口が、市全体の人口に占める割合を評価します。 

新城市地域共創型公共交通システムによる地域の状況に即した公共交通の実現により、公共交通ア

クセス徒歩圏人口カバー率の向上をめざします。 

★第２次新城市都市計画マスタープラン策定において算出した方法と同じ手法で算出します。 
 

 現状（R2）  目標（R8） 

公共交通アクセス徒歩圏人口カバー率 65.2％ ➠ 81.2％以上 

 

目標❷ 地域検討組織が主体となったＳバス等の見直し事例数の増加 
 

 地域主体の検討により実現したＳバス等の見直し事例の数を評価します。 

 地域でのモビリティ・マネジメントの実施や地域計画との連携を深めていく中で、新城市地域共創

型公共交通システムを普及させ、地域検討組織が主体となったＳバス等の見直し事例数の増加をめざ

します。 
 
 現状（R3）  目標（R8） 

地域主体で実現した公共交通の見直し状況 なし ➠ Ｓバス全路線で実施 

 

目標❸ ＪＲ飯田線駅利用者数の維持 

 

 ＪＲ飯田線駅の利用者数を評価します。  

地域公共交通ネットワークの形成を図ることや利用者にとってわかりやすい案内表示、利用促進策

の実施などにより、ＪＲ飯田線駅利用者数の新型コロナウイルス感染拡大前水準（令和元年度）での

維持をめざします。 

★東海旅客鉄道株式会社からデータを取得します。 
 

 現状（R2）  目標（R8） 

ＪＲ飯田線駅利用者数 741,378人 ➠ 942,781人 

※数値は、４月～３月の合計値。 

 

目標❹ 豊鉄バス田口新城線の利用者数の維持 
 
 本市の主要路線である豊鉄バス田口新城線の利用者数を評価します。 

 地域でのモビリティ・マネジメントの実施や利用促進を図ることにより、豊鉄バス田口新城線利用

者数の新型コロナウイルス感染拡大前水準（令和元年度）での維持をめざします。 

 ★運行事業者からの利用者数の報告を集約します。 

また、令和６年１０月より運行開始の海老連谷線については、地域間幹線系統である田口新城線に接

続する路線のため、田口新城線の利用者増を図るため、実証運行の実績を元に田口新城線のバス停に

乗り継ぐ利用をした人数を目標の指標とする。 
 
 現状（R3）  目標（R8） 

豊鉄バス田口新城線利用者数 39,618人 ➠ 49,512人 

海老連谷線から田口新城線への乗り継ぎ利用者数 437人（R6） ➠ 現状維持 

※数値は、１０月～９月の合計値。 


